設計チェックマニュアルの概要（２）
１　設計チェックマニュアルの目的

(1)　設計業務成果品の品質向上

公共事業量の増大かつ構造物の複雑、多様化が進む中で、今後、事業の円滑な執行を図るためには、設計業務等の外部委託活用は、ますます重要となる。

一方で、公共施設は、地域及び住民にとって、重要であり、適正な品質が求められ品質の基礎となる設計業務の精度が、重大な影響を与える。
従って、設計業務成果品の品質向上を図り、正確性を確保する必要がある。

本マニュアルは、設計の主要事項を整理し、ポイントを把握でき、かつ設計適用規定及び基準値等をできるだけ示し、正確な設計成果の照査及び確認が可能となる。

(2)　担当技術者の資質向上

近年、技術者の業務量の増加、業務内容の複雑、多様化に伴い、担当技術者の不足及び相対的な資質の低下が懸念されている。

本マニュアルは、設計業務のフロー及び照査要領を示し、経験の浅い技術者に業務全体のポイントの修得を可能とし、また設計の主要事項を把握することを通して技術力の向上につなげることができる。

(3)　設計業務成果照査の効率化

公共施設へのニーズの複雑、多様化に伴い、設計条件に影響する現地要因等がある場合や広島県独自の設計に係る運用等がある場合、設計業務受注者（以後、「受注者」という。）の判断で具体の設計条件等の設定が行われると、これに起因する手戻りが生じる。

また、受注者毎に照査方法（照査項目等）が異なると設計業務発注者（以後、「発注者」という。）による設計条件等の確認が繁雑になる。

本マニュアルは、広島県統一版として、広島県が発注する設計業務において主な業務段階毎に最低限必要な基本事項を整理し、また現行の広島県設計基準値等を示し、照査結果を同一の書式で記入するようにしたため、照査及び確認作業の正確、迅速化が図れる。

２　設計チェックマニュアルの内容

本マニュアルの対象とする工種及び構成は次のとおりである。

第４章砂防 第５章港湾 第６章測量チェックマニュアル(案)

また、各章は、次の項目から構成されている。

(1)　設計照査要領基本フロー

業務委託契約から業務完了までの基本的な流れを整理した物であり、照査の主要な区切りとなる打合せ段階と主な協議項目の関連を示したものである。

(2)　設計打合せ要領一覧表

各打合せ段階における主な協議項目と照査項目を一覧表にしたものである。

(3)　設計照査要領及び照査結果表

上記の(2)をより詳細化した項目別の照査要領とそれに対応する受注者が実施すべき基本的照査項目及びその結果等の一覧表の書式を示した物で発注者と受注者双方が必要事項を記入し、完成する表である

また、基本的に特に留意する必要のある照査項目には、「留意項目欄」に○印を付し、重点的項目として明示してある。

３　照査結果表作成手順及び利用方法




４　本マニュアル使用に当たっての留意事項

(1)　本マニュアル記載の打合せ段階は、設計業務積算における打合せ回数を標準化したものではなく、参考として位置付けており、あくまで設計業務積算にあたっては、業務内容に応じて適切に積算する必要がある。

(2)　用語の定義

「照査」とは、受注者が業務完了までに行う、設計条件等のチェック及び技術計算等の検算を行うことと定義している。

「照査の確認」とは、「照査」が確実に行われているかを確認することと定義している。

(3)　照査結果表について

ア　発注者に提出された照査結果表の写しは、業務完了まで手元に保管し、受領日等のメモを余白に記したり、条件等の確認及び指示した日付等を「確認欄」にメモする等を行い、以後の業務管理または最終成果品照査の確認作業に活用する。

イ　照査結果は、基本的な業務内容を対象として作成してあるため、必要に応じて、照査項目等を追加する必要がある場合、本マニュアルの書式に準じて別途作成し、添付する。

ウ　照査結果表は、Ａ４サイズとして作成することを原則とするが、上記イの場合の他記入が困難な場合は、Ａ３サイズに拡大して作成する。
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＊注１：「留意項目欄」に○を付してある項目は全て照査対象とする。


＊注２：発注者の各打合せ段階における「照査」の「確認」作業完了のメモである。
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